
『古今夷曲集』『後撰夷曲集』の漢字と振り仮名 :
俳諧集との比較を通して

著者 田中 巳榮子
雑誌名 國文學
巻 103
ページ 293-307
発行年 2019-03-01
URL http://hdl.handle.net/10112/16742



293

は
じ
め
に

　

細
川
英
雄
（
一
九
八
九
）
は
、「
振
り
仮
名
―
近
代
を
中
心
に
―
」
で
、

近
代
の
振
り
仮
名
の
時
代
区
分
を
「
①
江
戸
時
代
以
前　

②
江
戸
時
代　

③
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期　

④
昭
和
後
期
」
に
で
き
る
と
し
、
①
と
②

を
区
分
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る（

1
（

。

　
　

 

一
つ
に
は
、
出
版
に
よ
っ
て
不
特
定
多
数
の
読
者
を
想
定
し
た
文
章

が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
し
、
も
う
一
つ

に
は
、
そ
う
し
た
読
者
の
量
と
質
を
著
者
側
・
出
版
側
で
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
の
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

（『
漢
字
講
座
４　

漢
字
と
仮
名
』
二
〇
二
頁
）

　

ま
た
、『
井
原
西
鶴
集
⑴
』
の
解
説
に
は（

2
（

、

　
　

 

寛
永
期
（
一
六
三
〇
年
頃
）
に
入
る
と
、
連
続
体
の
草
仮
名
を
使
用

す
る
日
本
文
印
刷
に
適
当
な
製せ

い
は
ん版

印
刷
（
木
版
）
に
移
行
す
る
と
と

も
に
、
京
都
を
中
心
に
民
間
の
営
利
的
な
本
屋
（
出
版
・
販
売
）
が

登
場
し
た
。 

（『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
一
三
頁
）

と
あ
り
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
位
相
の
異
な
る
様
々
な
読
者
層
を
想
定

し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
出
版
が
盛
ん
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
表
記

の
面
に
於
い
て
も
、
商
業
的
出
版
が
い
ま
だ
活
動
し
な
い
江
戸
時
代
以
前

と
は
一
線
を
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
振
り
仮
名
を
付
す
多
く
の
版
本
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
、
拙
稿
（
二
〇
〇
八
―
二
〇
一
六
年
）
で
は
、

一
六
四
八
年
刊
か
ら
一
六
八
一
年
刊
ま
で
の
振
り
仮
名
が
散
見
す
る
近
世

初
期
の
一
〇
俳
諧
集
を
取
り
上
げ
、
漢
字
と
振
り
仮
名
の
関
係
、
漢
字
の

数
量
的
側
面
な
ど
の
観
点
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た（

3
（

。
そ
の
調
査
結
果
で

は
、
振
り
仮
名
に
は
様
々
な
機
能
が
あ
り
、
中
に
は
今
野
真
二
や
矢
田
勉

『
古
今
夷
曲
集
』『
後
撰
夷
曲
集
』
の
漢
字
と
振
り
仮
名

―
俳
諧
集
と
の
比
較
を
通
し
て
―

田
　
中
　
巳
榮
子
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に
言
及
が
あ
る
よ
う
に（

4
（

、
振
り
仮
名
の
機
能
に
は
、
単
に
ヨ
ミ
を
指
示
す

る
だ
け
で
な
く
、
表
現
の
多
層
化
に
生
か
す
機
能
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

創
意
工
夫
が
見
え
る
漢
字
を
用
い
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。

今
回
、
さ
ら
に
幅
広
い
情
報
を
得
る
た
め
に
、
生
白
庵
行
風
編
の
『
古

今
夷
曲
集
』（
一
六
六
六
年
刊
）
と
『
後
撰
夷
曲
集
』（
一
六
七
二
年
刊
）

の
狂
歌
集
を
取
り
上
げ
、
振
り
仮
名
に
関
す
る
分
析
を
中
心
に
、
俳
諧
と

の
比
較
を
通
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
問
題
の
一
つ
に
、

『
古
今
夷
曲
集
』『
後
撰
夷
曲
集
』『
吾
吟
我
集
』『
貞
徳
百
首
狂
歌
』『
半

井
卜
養
狂
歌
』
な
ど
の
狂
歌
集
で
の
振
り
仮
名
は
、
す
べ
て
平
仮
名
（
異

体
仮
名
を
含
む
）
で
記
さ
れ
る
が
、
同
時
代
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

拙
稿
の
一
〇
俳
諧
集
の
振
り
仮
名
は
片
仮
名
表
記
と
い
う
字
種
の
相
違
が

あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
少
し
考
え
て
み
た
い
。

テ
キ
ス
ト
に
は
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』（
狂
歌
編
１
・
３　

一
九
七
七

年　

勉
誠
社
）
所
収
の
『
古
今
夷
曲
集
』『
後
撰
夷
曲
集
』
を
使
用
し
、

翻
刻
に
は
『
狂
歌
大
観
』（
明
治
書
院
）、『
古
今
夷
曲
集
』
の
歌
の
解
釈

に
は
『
七
十
一
番
職
人
歌
合　

新
撰
狂
歌
集　

古
今
夷
曲
集
』（『
新
日
本

古
典
文
学
大
系
』）
を
参
考
文
献
と
し
た
。
ま
た
、漢
字
に
関
し
て
は
『
節

用
集
』〔
伊
京
集
・
明
応
五
年
本
・
天
正
十
八
年
本
・
饅
頭
屋
本
・
黒
本

本
・
易
林
本
・
合
類
・
書
言
字
考
〕
と
『
節
用
集
大
系
』（
一
―
一
一
巻
・

六
〇
巻
）『
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』『
文
明
本
節
用
集
』

『
倭
玉
篇
』（
慶
長
十
五
年
版
）
な
ど
の
古
辞
書
を
用
い
、
適
宜
『
大
廣
益

會
玉
篇
』『
字
彙
』（
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成
第
二
巻
・
第
四
巻
）『
漢
語

大
詞
典
』『
大
漢
和
辞
典
』
な
ど
を
使
用
し
た
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
狂
歌
・
俳
諧
な
ど
の
短
詩
形
を
「
律
文
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
、
拙
稿
の
俳
諧
集
は
『
紅
梅
千
句
』『
正
章
千
句
』『
宗
因
七
百

韻
』『
江
戸
八
百
韻
』『
當
流
籠
抜
』『
西
鶴
五
百
韻
』『
江
戸
蛇
之
鮓
』『
江

戸
宮
笥
』『
軒
端
の
独
活
』『
七
百
五
十
韻
』
の
一
〇
俳
諧
集
を
い
う
。

一　

資
料
の
概
観

『
古
今
夷
曲
集
』
の
編
者
行
風
の
序
文
は
、

　
　

 

四
角
柱
や
か
と
ら
し
や
角か
ど

の
な
い
こ
そ
そ
ひ
よ
け
れ
む
か
し
〳
〵
い

ふ
に
い
へ
ぬ
物
の
中
よ
り
丸
き
も
の
ゝ
一
つ
お
い
て
二
つ
に
な
り
三

つ
に
な
り
し
時
よ
り
夷ひ
な
ぶ
り
の
う
た

曲
歌
は
始
れ
り
け
り
今
狂
歌
と　
　

い
ふ
な
る
へ
し

か
ら
始
ま
り
、「
近ち
か
き
よ代

よ
り
そ
百
首
二
百
首
数
百
首
に
及
ひ
て
は
よ
み
け

る
そ
れ
が
中
其
外
こ
ゝ
ら
の
人
の
よ
め
る
に
も
あ
ま
た
の
病
を
除の

ぞ

か
ず

上か
み
し
も下

か
け
あ
は
ざ
る
お
ほ
か
り
」「
又
昔
し
今
に
落
書
と
い
ふ
に
は
勝
れ

た
る
作
も
あ
れ
と
か
れ
は
世
を
諷ふ

う

し
人
を
謗そ

し

り
あ
る
ま
し
き
物
な
れ
は
是

に
載の

す

る
事
な
し
」
と
狂
歌
の
病
を
除
く
規
範
意
識
か
ら
、
規
準
を
与
え

る
た
め
と
編
集
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
本
書
は
、
上
代
か
ら
近
世
初
期
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ま
で
の
時
間
的
・
階
層
的
に
広
範
多
岐
に
亘
る
書
物
か
ら
採
択
さ
れ
た

一
〇
六
一
首
の
狂
歌
を
収
め
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
安
田
十
兵
衛

に
よ
り
開
板
さ
れ
た
狂
歌
集
で
あ
る（

5
（

。
巻
末
に
は
行
風
の
和
歌
が
添
え
ら

れ
、
そ
の
序
に
は
「
承
応
乙
未
元
日
」
と
あ
る
の
で
、
承
応
四
年
に
は
編

集
を
終
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
（
一
六
五
五
年
）
は
、
近
世
初

期
俳
諧
の
調
査
資
料
の
一
つ
と
し
た
貞
門
俳
諧
の
『
紅
梅
千
句
』
が
刊
行

さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

一
方
『
後
撰
夷
曲
集
』
は
、編
者
は
前
者
と
同
じ
生
白
堂
行
風
で
あ
る
。

奥
書
に
は
「
寛
文
十
二
壬子

歳
首
吉
旦　

寺
町
二
条
下
町　

西
田
勝
兵
衛
板

行
之
」
と
記
さ
れ
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
は
「
同
じ
編
者
の
寛

文
六
年
刊
の
『
古
今
夷
曲
集
』
の
体
裁
に
ほ
ぼ
な
ら
い
」、
作
者
の
住
所

は
「
畿
内
が
主
で
、
他
に
陸
奥
か
ら
土
佐
・
肥
後
に
ま
で
わ
た
り
、
出
所

古
書
六
十
五
部
と
前
集
よ
り
す
べ
て
拡
大
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
本
書
の

所
収
歌
数
は
「
夷
歌
式
目
録
」
に
あ
る
狂
歌
を
除
く
と
一
六
九
四
首
が
収

め
ら
れ
、
巻
末
の
古
書
目
録
に
は
前
者
と
同
様
に
広
汎
に
わ
た
る
出
典
書

の
記
述
が
み
え
る
。

両
狂
歌
集
に
つ
い
て
、
菅
竹
浦
は
、「
仔
細
に
見
れ
ば
全
く
玉
石
混
淆

の
姿
で
あ
り
、
年
代
不
同
に
た
だ
雑
然
と
類
歌
が
擧
げ
ら
れ
て
居
る
と
い

ふ
だ
け
」（『
近
世
狂
歌
史
』
一
三
五
頁
）
と
上
覧
に
供
え
て
い
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
内
容
に
お
い
て
は
価
値
が
乏
し
い
と
指
摘
さ
れ
る（

6
（

。

　

浜
田
義
一
郎
の
「
狂
歌
・
川
柳
」
で
は
、「
古
典
の
卑
俗
化
は
狂
歌
の

基
本
的
な
姿
勢
」
と
い
い
、「
松
永
貞
徳
は
、
早
く
か
ら
狂
歌
を
作
っ
て

は
い
る
が
、
狂
歌
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
あ
る
。
ま
た
、

　
　

 

…
（
略
）
…
貞
徳
自
身
の
熱
意
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
上
層
階
級
の
流

行
に
追
随
し
て
狂
歌
を
作
る
者
は
民
間
唯
一
の
指
導
者
た
る
貞
徳
の

批
点
を
得
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
殊
に
貞
門
の
俳
諧
は
狂
歌
の
お
か

し
み
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
俳
諧
と
狂
歌
が
別
種
の
文
芸

と
し
て
確
然
と
分
れ
な
い
時
代
で
あ
る
か
ら
、
門
下
俳
人
の
大
部
分

は
狂
歌
を
も
作
り
、そ
れ
ら
は
生せ

い

白は
く
ど
う堂

行ぎ
ょ
う
ふ
う

風
の
『
古こ

き
ん今

夷い

曲き
ょ
く
し
ゅ
う

集
』（
寛

文
六
年
）『
後
撰
夷
曲
集
』（
同
十
二
年
）『
銀
葉
夷
歌
集
』（
延
宝
六

年
）
に
入
っ
て
い
る（

7
（

。

 

（『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史　

第
九
巻
』
六
頁
）

と
記
し
、
貞
徳
は
俳
諧
と
同
様
に
、
狂
歌
に
お
い
て
も
実
作
と
指
導
の
両

面
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
形
式
面
で
は
、
和
歌
の
一

体
で
あ
る
狂
歌
と
、
連
句
形
式
の
俳
諧
と
は
違
い
が
あ
る
が
、
掛
詞
・
縁

語
の
技
巧
を
駆
使
し
、
当
意
即
妙
の
こ
と
ば
を
用
い
、
遊
戯
的
な
性
格
を

有
す
る
点
で
は
共
通
性
が
あ
る
。
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
室
町
期

以
前
の
作
者
に
よ
る
狂
歌
も
所
収
さ
れ
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
表

記
形
態
や
振
り
仮
名
に
関
し
て
は
、
編
者
行
風
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
時
代
的
に
は
問
題
が
な
い
。
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で
は
、
実
際
に
狂
歌
を
俳
諧
と
対
比
し
た
と
き
に
、
表
記
面
に
お
い
て

違
い
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
漢
字
の
数
量
的
側
面
や
振
り
仮
名
の
機

能
な
ど
、
表
記
の
特
徴
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

二　

漢
字
の
数
量
的
側
面
に
関
す
る
考
察

次
の
【
表
一
】
に
は
、『
古
今
夷
曲
集
』『
後
撰
夷
曲
集
』
の
漢
字
の
使

用
数
、
振
り
仮
名
の
付
記
率
な
ど
を
調
査
し
た
結
果
を
提
示
し
た
。

但
し
、【
表
一
】
の
一
首
当
た
り
の
漢
字
数
で
は
、『
後
撰
夷
曲
集
』
に

は
二
首
（
一
〇
八
三
・
一
〇
八
四
番
）
の
長
歌
が
あ
り
、
こ
れ
を
除
く
と

一
六
九
二
首
中
漢
字
数
は
一
一
三
六
四
字
で
、
一
首
当
た
り
の
漢
字
数
は

約
六
・
七
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
表
に
は
、『
古
今
夷
曲
集
』
の
歌
本
文
に

付
す
振
り
仮
名
で
、
解
題
に
後
の
書
き
入
れ
と
記
さ
れ
る
次
の
延
一
九
語

の
振
り
仮
名
は
含
ま
な
い
。（
漢
字
の
下
の
数
字
は
歌
番
号
を
示
す
。）

大
苦く

（
一
四
七
）・
帷か

た
び
ら子

（
一
五
〇
・
一
五
一
）・
羽は

ね

（
一
五
三
）・
生い

き

仏
（
一
六
二
）・
蘭

ふ
ち
ば
か
ま（

一
八
四
）・
羽は

ね

が
き
（
一
九
一
）・
欲よ

く
（
二
一
二
）・

鞘さ
や

（
二
七
五
）・
歌ウ

タ

（
五
四
四
）・
頃

こ
の
ご
ろ（

五
四
八
）・
筈は

づ

（
五
五
四
）・

楽ラ
ク

（
六
一
六
）・
壁カ

ベ
ヒひ

（
六
一
八
）・
氣ケ

（
六
二
一
）・
世ヨ

ノ
ナ
カ間

（
六
一
五
）・

世よ
の
な
か間

（
左
訓

：

七
二
七
・
八
七
七
）・
世よ

の
な
か間

（
八
二
六
）

【
表
一
】
を
一
覧
す
る
と
、
狂
歌
集
両
者
の
一
首
当
た
り
の
漢
字
数
で

は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
振
り
仮
名
付
記
率
に
は
大
差
が
あ
る
。
異
な

り
漢
字
数
で
は
、佐
竹
秀
雄
（
二
〇
〇
五
）
が
現
在
の
日
常
生
活
で
は
、「
約

二
〇
〇
〇
字
程
度
の
漢
字
を
知
っ
て
お
け
ば
間
に
合
う（

8
（

」
と
述
べ
、ま
た
、

常
用
漢
字
が
一
九
四
五
字
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
決
し
て
少
な
い
数

字
で
は
な
い
。

因
み
に
『
古
今
夷
曲
集
』
と
『
後
撰
夷
曲
集
』
の
仮
名
使
用
数
・
漢
字

使
用
数
と
、
一
〇
俳
諧
集
中
最
も
一
句
当
り
の
漢
字
数
が
少
な
い
『
正
章

千
句
』、
並
び
に
最
も
一
句
当
り
の
漢
字
数
が
多
く
、
漢
詩
文
調
の
特
徴

が
見
え
る
『
軒
端
の
独
活
』
を
例
に
と
っ
て
比
較
し
て
み
る
と
、【
表
二
】

の
よ
う
に
な
り
、
狂
歌
集
の
総
字
数
に
対
す
る
漢
字
使
用
率
は
俳
諧
集
よ

り
も
低
く
、仮
名
使
用
率
が
高
い
。
こ
の
事
象
の
一
つ
に
は
、俳
諧
に
と
っ

て
重
要
な
俳
言
の
中
に
漢
語
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
、
漢
字
の
使
用
数
に
反

映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
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【
表
一
】『
古
今
夷
曲
集
』
と
『
後
撰
夷
曲
集
』
の
漢
字
数
・
振
り
仮
名
付
記
率

古
今
夷
曲
集

後
撰
夷
曲
集

総
歌
数

一
〇
六
一　

一
六
九
四　

延
漢
字
数

七
三
六
五　

一
一
五
〇
八　

異
な
り
漢
字
数

一
二
七
四　

一
三
四
七　

一
首
当
り
の
漢
字
数

約
六
・
九　

約
六
・
八　

振
り
仮
名
付
漢
字
延
数

六
四
五　

二
五
一　

振
り
仮
名
付
記
率

約
八
・
八
％

約
二
・
二
％

 
（
序
文
・
題
詞
・
詞
書
を
除
く
）　

　
【
表
二
】
狂
歌
集
と
俳
諧
集
の
漢
字
と
仮
名
の
使
用
字
数

作
品

総
字
数

漢
字
延
数
（
割
合
約
％
）

仮
名
延
数
（
割
合
約
％
）

狂歌

古
今
夷
曲
集

二
六
九
二
〇

七
三
六
五
（
二
七
・
四
）

一
九
五
五
五
（
七
二
・
六
）

後
撰
夷
曲
集

四
二
七
五
〇

一
一
五
〇
八
（
二
六
・
九
）

三
一
二
四
二
（
七
三
・
一
）

俳諧

正
章
千
句

一
三
二
六
五

四
二
五
八
（
三
二
・
一
）

九
〇
〇
七
（
六
七
・
九
）

軒
端
の
独
活

七
〇
八
〇

三
八
〇
六
（
五
三
・
八
）

三
二
七
四
（
四
六
・
二
）

 

（
序
文
・
題
詞
・
詞
書
を
除
く
）　

　

さ
ら
に
、
今
野
真
二
（
二
〇
〇
九
）
の
「
大
山
祇
神
社
連
歌
」
と
比
較

し
て
み
る
と
、
連
歌
は
原
則
と
し
て
、
漢
語
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
堂

上
か
ら
地
下
へ
と
広
ま
っ
た
文
芸
で
あ
る
。
故
に
「
大
山
祇
神
社
連
歌
」

の
漢
字
使
用
率
一
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
俳
諧
や
狂
歌
に
比
べ
る
と
低

い
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る（

9
（

。

参
考
ま
で
に
、
資
料
と
す
る
狂
歌
集
両
者
の
出
典
書
中
、
当
代
の
個
人

の
狂
歌
集
か
ら
多
数
入
首
さ
れ
る
『
吾
吟
我
集
』（
石
田
未
得
）、そ
し
て
、

『
貞
徳
百
首
狂
歌
』（
松
永
貞
徳
）
の
歌
本
文
の
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
漢

字
数
と
振
り
仮
名
数
を
、『
古
今
夷
曲
集
』『
後
撰
夷
曲
集
』
と
比
較
し
て

み
た
の
が
【
表
三
】
で
あ
る
。

【
表
三
】
狂
歌
集
四
種
の
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
漢
字
数
と
振
り
仮
名
数

狂
歌
集

漢
字
数

振
り
仮
名
付
き

振
り
仮
名
付
記
率

古
今
夷
曲
集

六
九
一

六
三

約
九
・
一
％

後
撰
夷
曲
集

七
〇
〇

一
七

約
二
・
四
％

吾
吟
我
集

五
一
一

七

約
一
・
四
％

貞
徳
百
首
狂
歌

六
七
〇

四
三
四

約
六
四
・
八
％

こ
の
表
で
は
、
漢
字
数
に
大
差
は
な
い
が
、『
貞
徳
百
首
狂
歌
』
の
振

り
仮
名
付
記
率
が
突
出
し
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
、
こ
れ
は
、
わ
ず
か
百

首
を
収
め
る
狂
歌
集
で
は
あ
る
が
、
啓
蒙
書
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
た
め

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
貞
徳
百
首
狂
歌
』
一
〇
〇
首
中
に
見
え
る
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振
り
仮
名
付
き
漢
字
四
三
四
字
は
、『
古
今
夷
曲
集
』
一
〇
六
一
首
中
の

総
振
り
仮
名
付
き
数
六
四
五
字
の
約
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、『
後
撰

夷
曲
集
』
で
は
、
一
六
九
四
首
中
二
五
一
字
で
、『
貞
徳
百
首
狂
歌
』
の

四
三
四
字
に
も
満
た
な
い
。
こ
の
現
象
の
一
因
に
は
、
行
風
が
出
典
書
か

ら
採
録
す
る
際
に
、
次
の
①
の
よ
う
に
『
後
撰
夷
曲
集
』
で
は
振
り
仮
名

を
削
除
す
る
こ
と
、
②
で
は
振
り
仮
名
の
削
除
と
共
に
振
り
仮
名
を
付
す

語
を
仮
名
書
き
に
改
変
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。（
以
下
傍
線
は
稿
者
付

記
）①

『
後
撰
夷
曲
集
』　

夏
の
夜
は
時
鳥
に
そ
く
ら
は
る
ゝ

➡　
　
　
　
　
　
　

蚊
帳
へ
も
い
ら
て
待
と
せ
し
間
に（
二
四
六
）

　
　
『
貞
徳
百
首
狂
歌
』
夏な
つ

の
夜
は
時ほ
と
ゝ
き
す鳥

に
ぞ
く
ら
は
る
ゝ

　

蚊か

帳
へ
も
い
ら
て
待ま
つ

と
せ
し
ま
に
（
二
四
）

②
『
後
撰
夷
曲
集
』　

我
恋
は
青
み
上
戸
の
の
み
さ
か
り

➡　
　
　
　
　
　
　

色
に
も
出
し
と
り
も
み
た
さ
し
（
七
六
三
）

　
　
『
貞
徳
百
首
狂
歌
』
我
恋
は
あ
を
み
上じ
や
う
ご戸

の
の
み
盛

さ
か
り

　

色
に
も
出
し
取と

り

も
乱み

だ

さ
し
（
七
二
）

右
の
例
以
外
に
、他
の
出
典
書
で
も
、振
り
仮
名
・
字
種（
漢
字
と
仮
名
）・

用
語
な
ど
を
忠
実
に
模
写
す
る
こ
と
な
く
、
行
風
個
人
の
意
図
す
る
も
の

へ
と
書
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
書
換
え
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
と
、
次
の
③
④
は
、
出

典
書
の
仮
名
か
ら
漢
字
へ
の
書
換
え
例
で
あ
り
、
⑤
⑥
は
『
吾
吟
我
集
』

の
漢
字
を
『
古
今
夷
曲
集
』
で
は
仮
名
に
書
換
え
が
行
わ
れ
る
例
で
あ
る
。

〇
仮
名
か
ら
漢
字
へ

③
『
古
今
夷
曲
集
』　

卯
花
は
ど
こ
か
ら
ふ
れ
る
白
雪
と　

➡　
　
　
　
　
　
　

空
に
不
審
の
雲
や
立
ら
ん
（
一
〇
五
）

『
貞
徳
百
首
狂
歌
』
う
の
花は

な

は
と
こ
か
ら
ふ
れ
る
白し
ら
ゆ
き雪

と

　

空そ
ら

に
ふ
し
ん
を
雲
や
立
ら
む
（
二
二
）

④
『
後
撰
夷
曲
集
』
今
よ
り
は
雨
や
は
ち
か
ん
柿
紅
葉

➡　
　
　
　
　
　
　

し
ふ
紙
色
に
ふ
か
く
染
つ
ゝ
（
四
六
九
）

　
　
『
吾
吟
我
集
』　　

い
ま
よ
り
の
雨
を
や
は
ち
く
柿
も
み
ち

　

し
ぶ
紙
い
ろ
に
ふ
か
く
染
つ
ゝ
（
二
一
六
）

〇
漢
字
か
ら
仮
名
へ

⑤
『
古
今
夷
曲
集
』
精
舎
に
は
諸
行
無
常
と
な
る
か
ね
の　

➡　
　
　
　
　
　
　

し
や
ぎ
り
し
き
り
に
か
は
る
祇
園
会（
一
五
四
）

　
　
『
吾
吟
我
集
』　　

精
舎
に
は
諸
行
無
常
と
な
る
鐘
の　

　

し
や
ぎ
り
し
き
り
に
か
は
る
祇
園
会（
一
四
四
）

⑥
『
古
今
夷
曲
集
』　

ね
ふ
り
つ
る
か
ゞ
り
た
き
捨
な
み
く
ら
く　

➡　
　
　
　
　
　
　

皆
出て

す
ぎ
た
り
か
ゝ
る
つ
り
舟
（
五
五
九
）
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『
吾
吟
我
集
』　

ね
ふ
り
つ
る
篝か

ゝ
りた

き
す
て
浪な

み

く
ら
く

　

皆み
な

出て

過す
き

た
り
か
ゝ
る
釣つ
り
ぶ
ね舟

（
六
五
二
）

　

⑤
の
「
か
ね
」
は
精
舎
の
「
鐘
」
と
し
ゃ
ぎ
り
の
「
鉦
」
の
掛
詞
と
す

る
た
め
の
仮
名
表
記
で
あ
る
。
⑥
の
『
吾
吟
我
集
』
で
は
、
漢
字
全
て
に

振
り
仮
名
を
付
し
、『
古
今
夷
曲
集
』で
は
漢
字
を
仮
名
に
改
変
す
る
の
は
、

両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
回
文
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
表
記
法
を
採
用
し
た

結
果
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
用
語
・
仮
名
遣
い
・
漢
字
の
異
表
記
な
ど
に
よ
る
異
同
が
あ

り
、
語
頭
の
「
お
」「
を
」
の
仮
名
遣
い
の
違
い
で
は
、

「
お
つ
る
」（『
貞
徳
百
首
狂
歌
』四
〇
）→「
を
づ
る
」（『
古
今
夷
曲
集
』

一
八
二
）、「
お
ど
り
」（『
貞
徳
百
首
狂
歌
』
九
六
）
→
「
を
と
り
」

（『
後
撰
夷
曲
集
』
一
三
六
四
）、「
う
み
お
ろ
し
て
」（『
吾
吟
我
集
』

五
八
九
）
→
「
う
み
を
ろ
し
て
」（『
後
撰
夷
曲
集
』
一
一
七
四
）、「
か

き
く
け
こ
お
こ
そ
と
の
」（『
卜
養
狂
歌
』
五
八
）
→
「
か
き
く
け
こ

を
こ
そ
と
の
」（『
後
撰
夷
曲
集
』
一
〇
三
九
）

な
ど
、
行
風
に
「
お
」
を
「
を
」
に
改
め
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。

三　

振
り
仮
名
に
関
す
る
考
察

江
戸
時
代
初
期
に
お
い
て
、
連
綿
体
で
書
記
さ
れ
る
行
草
書
体
の
印
刷

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
―
一
六
一
四

年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
節
用
集
』（「
慶
長
板
行
書
本
節
用
集
」）
や
、
そ

れ
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
『
二
躰
節
用
集
』（
一
六
二
九
年
・
一
六
三
二
年
・

一
六
三
五
年
）、一
六
三
八
年
か
ら
一
六
六
五
年
刊
の『
真
草
二
行
節
用
集
』

に
は
平
仮
名
の
傍
訓
が
記
さ
れ（

（1
（

、
今
回
資
料
と
す
る
狂
歌
集
二
種
、
及
び

『
貞
徳
百
首
狂
歌
』（
一
六
三
六
年
刊
）、未
得
の
『
吾
吟
我
集
』（
一
六
四
九

年
刊
推
定（

（（
（

）、『
半
井
卜
養
狂
歌
』（
一
六
六
九
年
刊
）
な
ど
の
振
り
仮
名

も
平
仮
名
で
あ
り
、
平
仮
名
振
り
仮
名
の
隆
盛
期
の
始
ま
り
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
製
版
（
木
活
字
）
印
刷
が
可
能
に
な
る
前

の
写
本
の
中
に
は
、
平
仮
名
の
振
り
仮
名
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

矢
田
勉
（
二
〇
〇
五
）
に
、
総
ル
ビ
的
に
平
仮
名
で
振
り
仮
名
を
付
す
鎌

倉
初
期
写
の
『
仮
名
書
き
法
華
経
』（
妙
一
記
念
館
本
）
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
例
も
あ
る（

（1
（

。
拙
稿
の
俳
諧
の
振
り
仮
名
の
考
察
で
は
、
一
〇
俳
諧
集

に
お
い
て
刊
行
時
期
・
版
下
・
書
肆
に
相
違
が
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
振
り

仮
名
は
片
仮
名
で
統
一
さ
れ
、『
西
鶴
五
百
韻
』（
一
六
七
九
年
刊
）
と
西

鶴
の
浮
世
草
子
『
好
色
一
代
男
』（
一
六
八
二
年
刊
）
で
は
、
版
下
は
両

者
と
も
に
水
田
西
吟
で
あ
る
が
、
前
者
の
振
り
仮
名
は
片
仮
名
、
後
者
は
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平
仮
名
で
書
記
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
違
い
は
、
俳
諧
集
で
は
書
肆
が
出
版
す
る

際
に
振
り
仮
名
を
付
す
人
の
存
在
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
、
西
鶴
の
俳
諧

と
浮
世
草
子
の
振
り
仮
名
の
字
種
の
違
い
は
、
振
り
仮
名
を
付
す
人
が
異

な
る
事
と
、
後
者
で
は
、
仮
名
漢
字
交
じ
り
の
作
品
に
相
応
し
い
形
で

振
り
仮
名
を
付
し
た
と
い
え
る
。
片
仮
名
の
振
り
仮
名
は
、
狂
歌
集
中

に
も
『
古
今
夷
曲
集
』
の
「
世ヨ
ノ
ナ
カ間

」（
六
一
五
）「
楽ラ
ク

」（
六
一
六
）「
歌ウ
タ

」

（
五
四
四
）「
壁カ
ベ
ヒひ

」（
六
一
八
）「
気ケ

」（
六
二
一
）、『
後
撰
夷
曲
集
』
の

「
弱シ
ヤ
ク
ウ
ン
ハ
ン
コ
ク

吽
鎫
斛
」（
一
五
五
〇
）
と
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
清
書
の
段
階
で
は

な
く
、『
古
今
夷
曲
集
』
で
は
後
の
書
き
入
れ
と
あ
り
、『
後
撰
夷
曲
集
』

で
は
一
六
四
二
番
に
「
弱し
や
く
う
ん
は
ん
こ
く

吽
鎫
斛
」
と
平
仮
名
で
付
し
、
一
五
五
〇
番
の

同
語
に
お
け
る
片
仮
名
の
振
り
仮
名
は
、
注
記
は
な
い
が
後
人
に
よ
り
付

さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
振
り
仮
名
は
何
故
付
さ
れ
る
の
か
。
次
に
、
そ
の
機
能
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
機
能
別
に
少
数
の
例
を
挙
げ
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
出
現
頻
度
が
低
い

序
文
・
詞
書
な
ど
を
除
く
本
文
中
で
、
一
回
の
み
出
現
す
る
語
に
振
り

仮
名
を
付
す
例
に
は
振
り
仮
名
を
付
す
異
な
り
語
数
中
、『
古
今
夷
曲
集
』

で
は
三
八
一
語
中
に
三
〇
九
語
（
約
八
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
あ
り
、

『
後
撰
夷
曲
集
』
で
は
、
一
四
八
語
中
一
〇
二
語
（
約
六
八
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
拙
稿
の
一
〇
俳
諧
集
の
中
で
『
紅
梅
千
句
』（
拙

稿
二
〇
〇
八
）
の
句
の
み
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
振
り
仮
名
を
付
す
異

な
り
六
一
八
語
中
、
出
現
回
数
一
回
で
振
り
仮
名
を
付
す
語
に
五
二
〇
語

が
あ
り
、
約
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
出
現
頻
度
が
低
い
語
に
振
り
仮

名
を
付
す
傾
向
が
共
通
し
て
現
れ
て
い
る
。
次
に
『
後
撰
夷
曲
集
』
を
例

に
歌
句
本
文
の
み
で
あ
る
が
、
一
回
限
り
の
出
現
で
振
り
仮
名
を
付
す
語

を
、
振
り
仮
名
部
分
の
音
読
み
・
訓
読
み
・
音
訓
混
淆
読
み
別
に
提
示
し

て
み
た（

（1
（

。
但
し
、一
〇
二
語
中
不
都
合
な
二
語
を
除
く
一
〇
〇
語
と
す
る
。

⑴
音
読
み 

五
七
語

阿あ
こ
ん厳　

阿あ
ら
か
ん

羅
漢　

意い
し
ゆ趣　

曵ゑ
い
け
い醯

呬き

そ蘓
婆は

か訶　

鳫か
ん

緋ひ　

歓く
わ
ん
ら
く楽　

疑き

心し
ん　

騎き

は馬　

興け
う　

許き
よ

由ゆ
う　

公く

卿き
や
う

　

苦く
け
ん患　

花け

厳こ
ん　

下け

焦せ
う　

阮け
ん

籍せ
き　

還け
ん
さ
う相　

紅か
う
け
い閨　

膏か
う

梁れ
う　

碁こ
は
ん盤　

雑さ

乱ら　

三さ
ん

塗つ　

四し

聖し
や
う

　

湿し
つ
け気　

虵し
や 

思し

惟ゆ
い  

趣し
ゆ
か
う向　

種し
ゆ
し子　

精し
や
う　

荘し
や
う
こ
ん厳　

諸し
よ
こ
う侯　

序し
よ

正し
や
う

流る
つ
う通　

腎し
ん

精せ
い　

首す

た陀　

精せ
い 

青せ
い
し磁　

刹せ
ち

利り　

前せ
ん
さ
い載　

草さ
う
り履　

轉て
ん

し　

塔た
う　

胴た
う　

等と
う

覚か
く　

貪と
ん
し
ん瞋　

肉に
く
し
き食　

女に
よ
ほ
ん犯　

暖の
ん
れ
ん簾　

八は
つ
さ
う相

成し
や
う
た
う

道　

卑ひ
け
ま
ん

下
慢　

瓢へ
う
た
ん箪　

貧ひ
ん

苦　

風ふ

市し

の
根　

篇へ
ん　

方ほ
う

等と
う　

冥め
う
か加　

龍り
う
も
ん門　

瑠る

り璃　

緑
ろ
く
し
や
う青

右
の
音
読
み
語
で
は
、
日
常
的
に
常
用
さ
れ
な
い
、
仏
教
に
関
す
る
語

や
固
有
名
詞
が
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。　

「
雑さ

乱ら

」
は
「
雑さ

乱ら

々
々
」
と
あ
り
、
川
音
を
表
現
す
る
擬
音
語
に
当

て
ら
れ
て
い
る
が
、
漢
字
と
振
り
仮
名
の
関
係
で
は
、
漢
字
音
の
一
部
分
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を
用
い
た
振
り
仮
名
と
し
て
音
読
み
と
し
た
。

⑵
訓
読
み
（
熟
字
訓
・
当
て
字
を
含
む
） 

四
〇
語

灰あ

く汁　

生い
き

物　

猪
ゐ
の
し
ゝ

　

石い
は

倉　

兎
う
さ
き

兵
法　

海う
み
つ
ら頭　

雀ゑ
つ

𪀚さ
い　

小
篠さ
ゝ　

隠か
く
れ
こ期　

剃か
み
そ
り
と

刀
砥　

枢く
る
ゝ　

強こ
は

き　

煤す
ゝ　

裾す
そ

野　

氣す
は
え條　

狸た
ぬ
き　

翅つ
は
さ　

壷つ
ほ　

頬つ
ら　

艫と
も　

生な
ま

鰯い
は
し

　

鉛な
ま
り　

拳こ
ふ
し　

蒜
に
ん
に
く

　

零ぬ

か

こ
餘
子　

脛は
き　

餞
は
な
む
け

　

髭ひ
け

黒く
ろ　

額ひ
た
い　

蕗ふ
き　

足へ

緒を　

臍へ
そ　

鉾ほ
こ　

実み
お
ひ生　

満み
ち
ひ干　

木み
ゝ
つ
く免　

土み
や
け産　

蚣む
か
て　

止や
こ
と事　

痩や
せ

田

⑶
音
訓
混
淆
読
み 

三
語

　

續そ
く

飯い
ひ　

常と
こ

柚ゆ　

日ひ
そ
ん損

（
二
）
多
訓
の
漢
字

 

（〈　

〉
内
に
は
振
り
仮
名
は
な
い
が
推
測
で
き
る
ヨ
ミ
を
示
す
）

生
（
生お
ひ

た
る
・
生お

ふ
る
・
生い
き

て
）・
実
（
げ
・
ま
こ
と
・
み
）・
直
（
す
ぐ
・

す
な
ほ
・
ね
）・
角
（〈
か
く
〉・
か
ど
・〈
つ
の
〉）・
御
（
み
・
ぎ
ょ
・
ご
）

『
古
今
夷
曲
集
』
の
序
文
の
冒
頭
に
は
、「
四
角
柱
や
か
と
ら
し
や
角か

ど

の

な
い
こ
そ
そ
ひ
よ
け
れ
」と
見
え
、「
角
」に「
か
ど
」と
振
り
仮
名
を
付
す
。

九
九
四
番
で
は
九
九
三
番
の
「
角
あ
れ
は
物
の
か
ゝ
り
て
む
つ
か
し
や　

心
よ
こ
ゝ
ろ
ま
ろ
〳
〵
と
せ
よ
」
と
心
の
柔
軟
さ
を
説
く
歌
に
対
し
て
、

⑦
を
の
づ
か
ら
角が

と

ひ
と
つ
あ
れ
人
心　

あ
ま
り
丸
き
は
こ
ろ
び
や
す
き
に
（『
古
今
夷
曲
集
』
九
九
四
）

と
「
角
が
多
少
は
必
要
で
あ
る
」
と
返
し
、「
角が
と

」
と
振
り
仮
名
を
付
す
。

歌
の
内
容
か
ら
「
か
ど
」
と
読
む
こ
と
は
想
定
で
き
、振
り
仮
名
「
が
と
」

は
誤
記
と
捉
え
る
。
振
り
仮
名
を
付
さ
な
い
「
角
」
の
中
で
、「
な
ど
て

角
」（
一
四
四
・
八
〇
六
）「
と
い
ひ
角
い
ひ
」（
三
八
四
）「
と
に
も
角
に
も
」

（
七
一
八
）「
と
て
も
角
て
も
」（
八
四
二
）」の
五
語
は「
か
く
」と
読
み
、「
牛

の
角
も
し
」（
六
三
八
・
六
三
九
）
で
は
「
つ
の
」
と
読
む
の
は
明
ら
か
で

あ
り
、
多
訓
の
漢
字
に
属
す
る
語
で
あ
る
。

（
三
）
当
て
字

　

佐
竹
秀
雄
（
二
〇
〇
五
）
は
「
当
て
字
と
い
う
の
は
、
そ
の
漢
字
の
意

味
と
は
無
関
係
に
字
の
音
や
訓
だ
け
を
利
用
し
て
表
記
す
る
も
の
」、
熟

字
訓
は
「
漢
字
二
字
以
上
が
表
す
意
味
を
利
用
し
、
和
語
や
外
来
語
を

書
き
表
す
も
の
」
と
い
い
、
当
て
字
と
熟
字
訓
の
混
合
型
の
例
と
し
て

「
波は

と

ば
止
場
・
寄よ

せ席
・
型カ
タ
ロ
グ録

・
倶ク

ラ

ブ
楽
部
」
な
ど
を
挙
げ
、「
こ
れ
ら
は
音
や
訓

を
利
用
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
意
味
を
も
生
か
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
」（
前
掲
「
注
8
」
二
八
頁
）
と
す
る
。

木
村
義
之
（
二
〇
〇
五
）
は
当
て
字
に
つ
い
て
、

日
本
語
と
漢
字
と
の
長
い
つ
き
あ
い
の
中
、
使
用
者
層
の
す
そ
野
が

広
が
る
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、
漢
字
本
来
の
意
味
や
音
の
知
識
が
忘

れ
去
ら
れ
た
り
、
誤
解
、
ず
れ
な
ど
が
生
じ
た
り
も
し
た
は
ず
で
あ

る
。
…
（
略
）
…
あ
て
字
は
日
本
語
表
記
の
複
雑
さ
を
語
る
の
に
象

徴
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
て
字
の
お
も
し
ろ
さ
も
難
解
さ
も

あ
り
、
あ
て
字
と
は
何
か
、
と
い
う
定
義
と
分
類
も
や
っ
か
い
な
も
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の
と
な
っ
て
い
る
。（『
朝
倉
漢
字
講
座
1
』
八
〇
頁
）

と
述
べ（

（1
（

、「
当
て
字
」と「
熟
字
訓
」に
は
そ
の
判
別
を
し
難
い
一
面
が
あ
る
。

　

次
の
「
丿へ
ち

麻ま

」
は
、『
合
類
節
用
集
』（
④
77
・
15
）
に
は
「
絲
瓜　

布
瓜
」

と
収
録
が
あ
り
、『
古
今
夷
曲
集
』
で
は
、「
丿へ
つ

」
を
当
て
る
。
こ
れ
は
「
へ

ち
ま
」
の
形
を
連
想
さ
せ
る
遊
戯
的
な
用
字
法
で
あ
り
、
振
り
仮
名
に
は

当
て
字
の
ヨ
ミ
を
助
け
る
効
用
が
あ
る
。

⑧
な
に
も
い
ら
ぬ
身
な
り
な
が
ら
に
今
日
の
世
を　

丿へ
ち

麻ま

の
皮か
は

の
團だ
ん

袋
哉
（『
古
今
夷
曲
集
』
八
二
五
）

⑨
心
に
は
丿へ

ち
ま
の
か
は

麻
皮
を
た
や
す
な
よ　

浮
世
の
あ
か
を
お
と
さ
ん
が
為
（『
古
今
夷
曲
集
』
九
〇
九
）

　

因
み
に
、「
丿へ
ち

麻ま

の
皮か
は

」
は
「
何
の
役
に
も
立
た
な
い
も
の
」
を
い
う

慣
用
句
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
世
の
中
を
超
越
し
た
心
を
持
つ
こ
と
を
説

く
。

（
四
）
熟
字
訓

（
青あ
を

）
海の

り苔　

剃か
み
そ
り刀　

手た
す
き繦　

難つ
れ
な面

し　
（
堅か
た

）
紅べ

に粉　

土か
は
ら
け器　

氣す
は
え條　

餞は
な
む
け別　

和め布　

夫め
を
と婦　

夫め
お
と妻　

（
以
上
『
古
今
夷
曲
集
』）

灰あ

く汁　

氣す
は
え條　

足へ

を緒　

零ぬ

か

こ
餘
子　

雀え
つ
さ
い𪀚　

木み
ゝ
つ
く兎

（
以
上
『
後
撰
夷
曲

集
』）

こ
れ
ら
は
、
漢
字
一
字
と
ヨ
ミ
が
対
応
し
な
い
熟
字
訓
で
あ
り
、
漢
字

が
言
語
の
概
念
を
表
し
、
振
り
仮
名
が
和
語
を
表
す
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
以
上
の
常
用
化
し
た
熟
字
が
多
い
中
で
、
俳
諧
集
に
は
あ
ら
わ
れ
な

か
っ
た
ヨ
ミ
の
難
し
い
「
零ぬ

か

こ
餘
子
」（
九
一
三
）「
雀え
つ
さ
い𪀚

」（
一
〇
九
〇
）
は
、

『
倭
名
類
聚
抄
』（
二
〇
巻
本
）
に
収
録
が
あ
り
、「
零ぬ

か

こ
餘
子
」
は
山
芋
（
巻

一
七
・
一
五
）「
雀え
つ
さ
い𪀚

」
は
小
鷹
（
巻
一
八
・
四
）
の
こ
と
を
い
い
、「
難つ
れ
な面

し
」「
夫め
を
と婦

」「
夫め
お
と妻

」
を
除
く
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
狂
歌
集
で
一
回
限
り

の
出
現
に
属
す
る
語
で
も
あ
る
。

（
五
）�

漢
字
と
振
り
仮
名
で
重
層
し
た
意
味
を
持
た
せ
る
表
現
と
し
て
の

振
り
仮
名

室
町
末
期
頃
か
ら
見
え
始
め
た
、
重
層
し
た
意
味
を
持
た
せ
る
表
現
と

し
て
の
振
り
仮
名
に
つ
い
て
、
矢
田
勉
（
二
〇
〇
五
）
は
、
振
り
仮
名
の

機
能
上
の
分
類
と
し
て
、「
A
音
形
表
示
機
能　

B
二
重
イ
メ
ー
ジ
喚
起

機
能
」
が
あ
る
と
し
、「
B
は
、A
か
ら
派
生
し
た
後
発
の
機
能
で
あ
る
が
、

当
該
漢
字
と
振
り
仮
名
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
語
形
と
を
合
致
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
の
間
に
あ
る
距
離
を
表
現
の
多
層
化
に
生

か
す
も
の
で
あ
る
」（
前
掲
「
注
12
」
一
六
八
頁
）
と
述
べ
る
。

（
一
）
か
ら
（
四
）
で
は
使
用
頻
度
の
低
い
漢
字
に
ヨ
ミ
を
指
定
す
る

用
途
や
、
慣
用
の
音
訓
に
属
さ
な
い
臨
時
的
な
ヨ
ミ
が
与
え
ら
れ
る
特
殊

な
振
り
仮
名
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
が
、（
五
）
は
、
漢
字
の
持
つ
イ
メ
ー

ジ
と
、
振
り
仮
名
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
つ
い
て
、
こ
と
ば
の
使
用
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
特
殊
な
表
現
効
果
を
生
み
出
す
振
り
仮
名
で
あ
る
。
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⑩
春
た
つ
と
い
ふ
は
か
り
に
や
大
ぶ
く
の　

水ゆ

げ氣
も
霞
て
今
朝
は
み
ゆ
ら
ん
（『
古
今
夷
曲
集
』
五
）

　

⑪
一
番
の
風
の
手
な
み
に
霜
氷

川
し
も
さ
し
て
雑さ

乱ら

〳
〵
〳
〵
〳
〵
（『
後
撰
夷
曲
集
』
二
）

⑩
で
は
「
は
る
た
つ
と
い
ふ
許
に
や
三
吉
野
の
山
も
か
す
み
て
け
さ
は

見
ゆ
ら
ん
」（
拾
遺
集
一　

壬
生
忠
岑
）
を
本
歌
取
り
と
し
、
漢
字
表
記

と
振
り
仮
名
で
、
立
春
と
と
も
に
凍
っ
て
い
た
水
が
溶
け
蒸
気
が
立
ち
上

る
情
景
と
、
大
ぶ
く
茶
の
湯
気
と
の
二
重
表
現
を
喚
起
さ
せ
る
表
記
例
で

あ
る
。　

⑪
の
漢
字
「
雑
乱
」
で
は
、「
雑
」
は
「
ま
じ
る
」、「
乱
」
は
「
み
だ

れ
る
」
意
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
意
義
を
意
識
し
て
用
い
た
と
解
し
、
春
一

番
で
氷
が
溶
け
、
砕
け
た
氷
が
流
れ
る
音
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
共
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
表
記
法
を
採
用
し
、
⑩
⑪
の
例
で
は
、
漢

字
と
振
り
仮
名
は
切
り
離
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
両
者
を
並
列
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
二
つ
の
映
像
を
描
出
す
る
手
法
を
採
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
技
巧
的
な
手
法
は
、
乾
善
彦
（
二
〇
一
三
）
が
万
葉
集
中
訓
字
主

体
表
記
の
中
で
仮
名
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
「
仮
名
で
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
言
語
外
の
表
現
意
図
が
そ
こ
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る（

（1
（

」
と
述
べ

る
こ
と
と
、
重
層
し
た
意
味
を
表
す
点
に
お
い
て
は
掛
詞
と
類
似
す
る
表

現
法
で
あ
り
、
少
な
い
字
数
で
一
文
を
構
成
す
る
律
文
に
と
っ
て
、
効
果

的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
振
り
仮
名
の
機
能
以
外
に
特
殊
な
振
り
仮
名
と
し
て
、
一
つ
に

は
ヨ
ミ
の
一
部
分
の
み
を
記
す
振
り
仮
名
が
あ
る
。
そ
の
例
を
提
示
し
て

お
く
と
、「
寒
」は『
古
今
夷
曲
集
』中
四
回
出
現
し
二
首（
一
五
六
・
二
六
三
）

に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
、
二
六
三
番
で
は
「
寒
も
て
寒か

ん

を
ふ
せ
ぐ
な
る
へ

し
」
と
あ
る
が
、
一
五
六
番
で
は

⑫
寒ん

よ
り
も
百
倍
あ
つ
き
炎
天
は　

身
に
き
る
物
の
わ
た
く
し
で
な
し
（『
古
今
夷
曲
集
』
一
五
六
）

と
、振
り
仮
名
は
音
読
み
を
指
示
す
る「
ん
」の
み
を
付
す
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
他
の
振
り
仮
名
に
比
べ
て
線
が
太
く
重
ね
書
を
し
て
い
る
の
が

窺
え
、刷
り
の
不
手
際
を
補
正
す
る
た
め
に
、「
ん
」は
上
か
ら
墨
で
な
ぞ
っ

た
が
、
上
の
「
か
」
は
な
ぞ
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
た
た
め
に
、
見
え
な

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
「
奪ば

ふ

」
で
は
、『
古
今
夷
曲
集
』
の
序
文
に
「
己を

の

が
迷
ひ
に
情
を

奪う
ば

は
れ
」と
あ
る
が
、次
の
⑬
の
振
り
仮
名
は「
ば
ふ
」と
記
さ
れ
る
。『
黒

本
本
節
用
集
』（
18
）『
饅
頭
屋
本
節
用
集
』（
16
）
で
は
「
奪
」
に
「
バ
ウ
」

の
訓
を
付
す
の
が
見
え
、『
万
葉
集
』
に
見
え
る
母
音
の
連
続
を
回
避
す

る
用
法
に
倣
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

⑬
白
波
や
海か

い

賊ぞ
く

ど
も
の
の
る
舟
は　
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人
の
た
か
ら
を
奪ば

ふ

て
取
楫か

ぢ

（『
古
今
夷
曲
集
』
六
四
七
）

も
う
一
つ
に
は
、『
古
今
夷
曲
集
』
に
二
回
、『
後
撰
夷
曲
集
』
に
一
回

振
り
仮
名
を
付
す
「
煩
悩
」
が
み
え
る
。
し
か
し
、そ
の
振
り
仮
名
は
、『
古

今
夷
曲
集
』
で
は
「
ぼ
ん
の
う
」（
九
一
九
）「
ほ
ん
な
ふ
」（
一
〇
〇
七
）

と
あ
り
、『
後
撰
夷
曲
集
』（
一
三
七
三
）
で
は
「
ほ
ん
の
ふ
」
と
仮
名
遣

い
に
三
種
の
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
種
と
も
編
者
行
風
が
振
り
仮
名
を

付
け
た
な
ら
ば
、
行
風
一
人
に
こ
れ
だ
け
の
仮
名
遣
い
が
あ
る
の
か
問
題

が
あ
り
、
仮
名
遣
い
を
統
一
す
る
意
識
を
持
ち
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。『
節
用
集
』
で
は
「
ボ
ン
ナ
ウ
」「
ぼ
ん
な
う
」「
ぼ
ん
な
ふ
」

と
訓
を
付
し
、『
節
用
集
大
系
』
所
収
の
『
真
草
二
行
本
節
用
集
』（
第
七

巻
―
第
一
〇
巻
・
一
六
三
八
―
一
六
六
四
年
刊
）
の
「
ぼ
ん
な
ふ
・
ほ
ん

な
ふ
」
と
『
古
今
夷
曲
集
』
一
〇
〇
七
番
の
み
が
一
致
す
る
。
因
み
に
、

振
り
仮
名
な
し
の
「
煩
悩
」
は
、『
古
今
夷
曲
集
』
で
四
回
、『
後
撰
夷
曲

集
』
で
一
三
回
出
現
す
る
。
そ
れ
ら
の
字
形
と
比
較
し
て
み
る
と
『
古
今

夷
曲
集
』
の
一
〇
〇
七
番
の
み
が
他
の
「
煩
」
の
「
頁
」
が
極
草
書
体
で

あ
る
の
に
対
し
て
「
貝
」
の
行
書
体
で
あ
り
、
振
り
仮
名
の
字
形
に
も
少

し
違
和
感
が
あ
る
。
一
〇
〇
七
番
は
作
者
良
恕
法
親
王
の
出
典
書
の
表
記

を
見
る
必
要
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
る
が
、
書
き
手
行
風
の
そ
の
時
の
気

分
な
ど
を
考
慮
し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

さ
ら
に
、
振
り
仮
名
で
は
な
い
が
『
後
撰
夷
曲
集
』
六
四
二
番
に
「
御

前
」
の
「
御
」
に
濁
点
を
付
す
例
が
あ
る
。
漢
字
に
濁
点
を
付
す
の
は
俳

諧
集
の
調
査
で
も
あ
ら
わ
れ
、
複
数
の
ヨ
ミ
の
中
で
「
ご
ぜ
ん
」
と
指
定

す
る
働
き
を
持
ち
、
振
り
仮
名
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　

何
故
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
の
か
。
振
り
仮
名
は
書
き
手
と
読
み
手
の

な
か
だ
ち
と
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
在
で
は
主
と
し
て
漢
字
の

読
み
方
を
指
示
す
る
た
め
に
振
り
仮
名
が
用
い
ら
れ
る
が
、
近
世
の
律
文

に
お
け
る
振
り
仮
名
に
は
、
単
に
ヨ
ミ
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
漢
字
が

表
す
意
味
と
振
り
仮
名
が
表
す
意
味
の
重
層
性
や
そ
の
場
面
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
出
す
る
働
き
を
持
つ
振
り
仮
名
も
あ
り
、
俳
諧
集
で
の
調
査
結
果
と

考
え
合
わ
せ
て
、

次
の
よ
う
な
機
能
が
認
め
ら
れ
る
。

㈠
漢
字
の
ヨ
ミ
を
助
け
る

・
難
読
漢
字

・
出
現
頻
度
が
低
い

・
当
て
字

・
漢
字
一
字
と
訓
が
対
応
し
な
い
熟
字
訓

・
多
訓
を
持
つ
漢
字
の
ヨ
ミ
を
特
定
す
る
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㈡
表
現
性
を
重
視
し
、
一
語
に
重
層
し
た
意
味
を
持
た
せ
る

㈡
は
近
世
の
特
徴
と
捉
え
ら
れ
、
当
て
字
の
よ
う
に
、
意
味
と
は
無
関

係
に
、
漢
字
の
音
・
訓
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
漢
字
と
振
り
仮
名
が

個
別
の
意
味
を
持
つ
点
で
は
、
熟
字
訓
と
も
異
な
る
振
り
仮
名
の
機
能
で

あ
る
。

俳
諧
集
の
振
り
仮
名
と
比
較
す
る
と
、
機
能
上
で
は
相
違
が
な
い
が
、

振
り
仮
名
の
字
種
に
は
、
同
年
代
で
あ
り
な
が
ら
、
俳
諧
の
片
仮
名
に
対

し
て
、
狂
歌
で
は
平
仮
名
を
用
い
る
相
違
が
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た

狂
歌
集
は
、
編
者
行
風
或
は
作
者
（
未
得
・
貞
徳
）
自
書
の
作
品
集
で
あ

り
、
振
り
仮
名
も
編
者
或
は
作
者
が
付
記
し
た
と
推
察
さ
れ
、
印
刷
技
術

の
発
達
や
平
仮
名
で
傍
訓
を
記
す
節
用
集
が
出
現
し
た
こ
と
が
、
平
仮
名

で
振
り
仮
名
を
付
す
こ
と
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。と
同
時
に
、

諧
謔
化
し
た
和
歌
と
い
う
意
識
が
働
き
、
行
草
書
体
で
書
記
す
る
仮
名
漢

字
交
じ
り
文
に
準
じ
る
形
で
、
振
り
仮
名
に
異
体
仮
名
を
含
む
仮
名
が
選

択
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
一
六
四
八
年
か
ら
一
六
八
一
年
と
刊
行
年
に
幅
の
あ
る
一
〇
俳

諧
集
で
、
振
り
仮
名
が
片
仮
名
に
統
一
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
一
八
二
三

年
刊
の
『
俳
字
節
用
集
』（『
節
用
集
大
系
』
六
〇
巻
）
も
上
述
の
『
二
躰

節
用
集
』『
真
草
二
行
節
用
集
』
と
は
異
な
り
、
片
仮
名
傍
訓
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
俳
諧
で
は
版
下
を
書
く
段
階
で
振
り
仮
名
を
付
す
人
の
存
在
が

あ
り
、
片
仮
名
で
付
す
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
何
故
俳
諧
の

振
り
仮
名
が
片
仮
名
な
の
か
は
、
安
田
章
が
「
節
用
集
は
和
漢
聯
句
の
た

め
の
用
語
辞
典
で
あ
る
と
臆
断
す
る
」「
室
町
時
代
に
成
立
の
辞
書
は
概

ね
韻
事
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
片
仮
名
傍

訓
の
室
町
期
の
『
節
用
集
』
と
の
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

注（
1
）　

細
川
英
雄「
振
り
仮
名
―
近
代
を
中
心
に
―
」（
佐
藤
喜
代
治
編『
漢

字
講
座
4　

漢
字
と
仮
名
』
一
九
八
九
年　

明
治
書
院　

二
〇
二
頁
）

（
2
）　
『
井
原
西
鶴
集
⑴
』（
日
本
古
典
文
学
全
集　

一
九
八
二
年
一
三
版　

小
学
館
一
三
頁
）

（
3
）　

田
中
巳
榮
子
（
拙
稿
二
〇
〇
八
―
二
〇
一
六
年
）（
後
『
近
世
初

期
俳
諧
の
表
記
に
関
す
る
研
究
』
二
〇
一
八
年　

和
泉
書
院
）

（
4
）　

今
野
真
二
『
振ふ

り
が
な

仮
名
の
歴れ

き
し史

』
二
〇
〇
九
年　

集
英
社

室
町
時
代
ま
で
は
「
読
み
と
し
て
の
振
り
仮
名
」
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
室
町
末
期
頃
に
は
「
表
現
」
と
か
か
わ
る

振
仮
名
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
九
六
頁
）

　
　
　

矢
田
勉
「
振
り
仮
名
」（『
漢
字
と
日
本
語
』
朝
倉
漢
字
講
座
1　

二
〇
〇
五
年　

朝
倉
書
店
）
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当
該
漢
字
と
振
り
仮
名
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
語
形
と
を
合

致
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
の
間
に
あ
る
距

離
を
表
現
の
多
層
化
に
生
か
す
も
の
で
あ
る
」（
一
六
八
頁
）

（
5
）　
『
古
今
夷
曲
集
』
の
総
歌
数
を
一
〇
六
〇
首
と
す
る
説
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
七
三
五
番
の
前
書
き
に
「
七
条
前
大
僧
正
宣
如
よ
り
折
に
餅

み
つ
か
ら
煎い
り
か
や榧

を
入
て　

折
か
ら
に
め
て
た
い
事
を
も
ち
ゐ
け
り
み
つ

か
ら
き
も
を
い
り
か
や
に
し
て　

と
よ
み
て
給
ひ
け
る
返
り
こ
と
に
」

と
あ
る
。
こ
の
「
折
か
ら
に
～
き
も
を
い
り
か
や
に
し
て
」
を
七
三
四

番
の
一
首
と
し
た
の
で
、
総
歌
数
を
一
〇
六
一
首
と
し
た
。

（
6
）　

菅
竹
浦
『
近
世
狂
歌
史
』
一
九
四
〇
年　

日
新
書
院　

一
三
五
頁

（
7
）　

浜
田
義
一
郎
「
狂
歌
・
川
柳
」（『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史　

第

九
巻
』
一
九
五
九
年　

六
頁
）

（
8
）　

佐
竹
秀
雄
「
現
代
日
本
語
の
文
字
と
書
記
法
」（『
文
字
・
書
記
』

朝
倉
漢
字
講
座
2　

二
〇
〇
五
年　

朝
倉
書
店　

二
五
頁
）

（
9
）　

今
野
真
二
『
大お

お
や
ま
つ
み

山
祇
神じ

ん
じ
ゃ社

連れ

ん

が歌
の
国こ

く

語ご
が
く
て
き

学
的
研け

ん
き
ゅ
う

究
』
二
〇
〇
九

年　

清
文
堂
出
版　

三
八
一
頁

（
10
）　
『
節
用
集
大
系
』（
第
二
巻
・
第
四
巻
―
第
一
一
巻
）
一
九
九
三
年　

大
空
社

（
11
）　

未
得
の
『
吾
吟
我
集
』
の
刊
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
自
序
に
「
慶

安
二
年
四
月
中
旬
に
題
な
き
に
筆
を
く
は
え
て
」
と
記
述
が
あ
る
こ
と

か
ら
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
頃
に
版
行
が
行
わ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

（
12
）　

矢
田
勉
「
振
り
仮
名
」（『
漢
字
と
日
本
語
』
朝
倉
漢
字
講
座
1　

二
〇
〇
五
年　

朝
倉
書
店　

一
七
二
頁
）

（
13
）　
『
西
鶴
五
百
韻
』
一
六
七
九
年
刊　

深
江
屋
太
郎
兵
衛　

版
下
（
序

文

：

中
村
西
国
／
本
文

：

水
田
西
吟
）（『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
古
俳

諧
編
30　

一
九
七
六
年　

勉
誠
社
）
／
『
好
色
一
代
男
』
一
六
八
二
年

刊　

荒
砥
屋
孫
兵
衛
可
心
板
・
西
鶴
作
・
版
下
（
水
田
西
吟
）（『
近
世

文
学
資
料
類
従
』
西
鶴
編
1　

一
九
八
一
年　

勉
誠
社
）

（
14
）　

一
回
限
り
の
振
り
仮
名
を
付
す
語
数
で
は
、
同
じ
漢
字
列
を
含
む

単
純
語
と
複
合
語
、ま
た
略
字
な
ど
字
体
の
異
な
る
語
は
別
字
と
し
た
。

（
15
）　

木
村
義
之
「
あ
て
字
」（『
漢
字
と
日
本
語
』
朝
倉
漢
字
講
座
1　

二
〇
〇
五
年　

朝
倉
書
店　

八
〇
頁
）

（
16
）　

乾
善
彦
「
誰
が
主
役
か
脇
役
か
―
日
本
語
表
記
に
お
け
る
漢
字
と

仮
名
の
機
能
分
担
―
」
に
『
万
葉
集
』
五
二
八
番
の
「
奈
我
来
」
が
「
汝

が
来
」
と
「
長
く
」
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
こ
こ

を
表
語
的
に
書
い
た
の
で
は
、
ど
ち
ら
か
の
意
味
が
前
面
に
出
て
し
ま

い
（
略
）、
一
方
の
意
味
が
読
み
取
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
記

さ
れ
る
。

　
　

 （『
日
本
語
学
』
二
〇
一
三
年
四
月
臨
時
増
刊
号 

明
治
書
院　

一
五
九
頁
）
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（
17
）　

安
田
章
『
中
世
辞
書
論
考
』
一
九
八
三
年　

清
文
堂
出
版　

五
―

六
頁

参
考
文
献

板
坂
元
「
初
期
俳
諧
」（『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史　

第
七
巻
』

一
九
六
〇
年　

岩
波
書
店

『
黄
表
紙
・
川
柳
・
狂
歌
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

一
九
九
九
年　

小
学
館

『
紅
梅
千
句
』
近
世
文
学
資
料
類
従
古
俳
諧
編
39　

一
九
七
五
年　

勉
誠

社
『
吾
吟
我
集
』『
貞
徳
百
首
狂
歌
』『
半
井
卜
養
狂
歌
』
近
世
文
学
資
料
類

従　

狂
歌
編
2
・
4
・
6　

一
九
七
七
年　

勉
誠
社

『
拾
遺
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

一
九
九
五
年　

第
四
刷　

岩

波
書
店

『
初
期
俳
諧
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

一
九
九
一
年　

岩
波
書
店

林
若
樹
『
狂
文
狂
歌
集
』（
日
本
名
著
全
集
第
十
九
巻　

一
九
二
九
年　

日
本
名
著
全
集
刊
行
会
）

『
連
歌
論
集　

俳
論
集
』
一
九
六
一
年　

岩
波
書
店

 

（
た
な
か　

み
え
こ
／
本
学
東
西
学
術
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）


